
市
か
ら
の
通
知・発
送

□
福
祉
医
療
費
受
給
者
証（
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
）

【
内
容
】現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
６
月
上

旬
に
申
請
書
を
郵
送
。
６
月
30
日
㈫
ま
で
に

継
続
申
請
を
。

【
対
象
】健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
と
高
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も（
所

得
制
限
あ
り
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】保
険
医
療
課（
☎
66
・
１
０

７
５
）

□
児
童
手
当
の
現
況
届

【
内
容
】現
在
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

が
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を
受
け
る
に

は
、６
月
30
日
㈫
ま
で
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要（
対
象
者
に
は
用
紙
を
郵
送
、郵
送
で

の
提
出
可
）。

【
そ
の
他
】子
ど
も
が
生
ま
れ
た
人
や
本
市
に

転
入
し
た
人
が
翌
月
以
降
の
手
当
て
を
受
け

る
に
は
出
生
・
転
入
の
日
か
ら
15
日
以
内
に

申
請
が
必
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
１

０
９
４
）、西
支
所
保
健
福
祉
係（
☎
77
・
２
２

５
３
）

□
市
民
税
・
府
民
税
納
税
通
知
書

【
内
容
】今
年
度
の
市
民
税
・
府
民
税
納
税
通

知
書
を
６
月
中
旬
に
発
送
。
便
利
な
口
座
振

替
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

も
利
用
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
な
ど
で
支
払
い
が
困
難
な
場
合
、支
払

い
猶
予
や
分
割
納
付
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】税
務
課（
☎
66
・
１
０
２
５
、

66
・
１
０
２
６
）

□
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

【
内
容
】対
象
者
に
は
６
月
中
旬
に
納
入
通
知

書
を
送
付
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】高
齢
者
支
援
課（
☎
66
・
１

０
１
３
）、西
支
所
保
健
福
祉
係（
☎
77
・
２
２

６
３
）

□
国
民
健
康
保
険
料
納
入
通
知
書

【
内
容
】対
象
者
に
は
６
月
中
旬
に
納
入
通
知

書
を
送
付
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】保
険
医
療
課（
☎
66
・
１

０
０
３
）、西
支
所
保
健
福
祉
係（
☎
77
・
２

２
６
３
）

□
国
保  

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
な
ど
の
案
内

【
内
容
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、例
年
よ
り
実
施
を
延
期
し
て
い
ま
す
。
対

象
者
に
は
７
月
下
旬
以
降
に
案
内
を
送
付
予
定
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０

０
６
４
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
申
請
を

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
が
通
院
の
た
め
に

利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
助
成
。

【
対
象
】次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

□
重
度
腎
機
能
障
害
◇
在
宅
の
腎
臓
機
能
障
害

者
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持
◇
人
工
透

析
療
法
を
受
け
通
院
し
て
い
る
◇
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
◇
同
一

世
帯
の
所
得
税
の
合
算
額
が
一
定
基
準
以
下

□
人
工
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
障
害
児
・
者

◇
在
宅
で
人
工
呼
吸
器
が
常
時
必
要
な
障
害
児・

者（
医
師
の
意
見
書
な
ど
が
必
要
な
場
合
あ
り
）

【
助
成
額
】年
間
2
万
4
，0
0
0
円
分（
年
度
途

中
の
場
合
１
か
月
当
た
り
2
，0
0
0
円
分
を

交
付
）

【
申
請
方
法
】６
月
８
日
㈪
ま
で
に
障
害
福
祉
・

国
民
年
金
課（
☎
66
・
1
0
3
3
）か
子
ど
も
支

援
課（
☎
66
・
１
０
９
４
）、西
支
所
保
健
福
祉

係（
☎
77
・
2
2
5
3
）へ
。

高
校
生
給
付
型
奨
学
金（
２
次
申
請
）

府
内（
京
都
市
を
除
く
）に
居
住
す
る
対
象

世
帯
の
高
校
生
に
支
給（
支
給
要
件
あ
り
）。

【
対
象
】市
民
税
非
課
税
世
帯
で
母
子
・
父
子
・

障
害
者（
父
母
ま
た
は
そ
の
一
方
が
３
級
以
上
）

世
帯
な
ど
の
高
校
生

【
申
し
込
み
方
法
】７
月
１
日
㈬
ま
で
に
所
定
の
用

紙（
中
丹
東
保
健
所
、子
ど
も
支
援
課
に
備
え
付
け
）

で
中
丹
東
保
健
所（
☎
75
・
0
8
5
6
）へ
。

人
権
講
座
に
講
師
を
呼
ぶ
場
合
に
補
助

市
民
が
組
織
す
る
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体

が
、講
師
を
呼
ん
で
人
権
に
関
す
る
講
座
や
学
習

会
を
実
施
す
る
場
合
、そ
の
謝
礼
を
補
助
し
ま
す
。

【
補
助
額
】１
〜
３
万
円（
審
査
あ
り
）

【
申
し
込
み
方
法
】事
業
を
実
施
す
る
30
日
前
ま

で
に
申
請
書（
人
権
啓
発
推
進
課
に
備
え
付
け
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、人
権
啓
発
推
進
課（
☎
66
・
１

０
２
２
）へ
。

第 

　
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を

４
月
１
日
時
点
で
公
務
扶
助
料
や
戦
没
者

遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
が
い
な

い
場
合
、戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
生
計
を
一

緒
に
し
て
い
た
遺
族
の
う
ち
の
１
人
に
特
別

弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
額
】25
万
円（
年
５
万
円
×
５
年
）

【
申
請
方
法
】令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
福
祉
企

画
課
か
西
支
所
保
健
福
祉
係
、加
佐
分
室
で
。

▼
詳
し
く
は
、福
祉
企
画
課（
☎
66・１
０
１
１
）へ
。

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

住
宅
に
一
定
の
要
件
を
満
た
す
耐
震
改
修
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
、熱
損
失
防
止
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。所
定
の
用
紙（
税
務

課
に
備
え
付
け
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
必
要
書
類
を
添
え
て
工
事
完
了
後
３
か
月

以
内
に
税
務
課
か
西
支
所
総
務
・
税
務
係
へ
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
1
0
2
7
）へ
。

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
人

の
車
検
用
納
税
証
明
書

口
座
振
替
で
軽
自
動
車
税
の
納
付
が
確
認

で
き
た
人
の
車
検
用
納
税
証
明
書
を
、こ
れ

ま
で
全
員
に
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、車
検

の
時
期
で
な
い
車
も
あ
る
こ
と
か
ら
、送
付

対
象
を
次
に
該
当
す
る
車
両
の
所
有
者
に
変

更
し
ま
し
た
。送
付
は
６
月
中
旬
。

【
対
象
】◇
６
月
１
日
〜
来
年
６
月
30
日
に
車
検

証
の
有
効
期
限
が
満
了
す
る
車
両
◇
二
輪
の
小
型

自
動
車

【
そ
の
他
】送
付
ま
で
に
車
検
を
受
け
る
な
ど
急

ぎ
の
場
合
は
税
務
課
か
西
支
所
総
務
・

税
務
係
、下
コ
ー
ド
か
ら
申
請
を

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
1
0
2
５
）へ
。

青
少
年
の
善
行
表
彰
候
補
者
の
募
集

【
対
象
】市
内
在
住
の
満
20
歳
以
下
で
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
個
人
か
団
体

◇
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
へ
の
奉
仕
活
動

◇
清
掃
・
除
草
な
ど
の
環
境
美
化
活
動
◇
植
樹
・

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
自
然
保
護
・
文
化
財

愛
護
活
動
◇
顕
著
な
発
明
・
発
見
な
ど
の
行
為

◇
災
害
防
止
・
救
助
等
の
行
為
◇
小
さ
な
親
切

等
の
行
為
◇
そ
の
他（
上
記
に
相
当
す
る
と
考

InformationInformationInfInformationInformationInformationrmationInformationrmation
くらしの情報

市の人口と世帯数
人口  79,549人（638人）　世帯  34,572世帯（416世帯）
男  39,804人（569人）　女  39,745人（69人）　※令和２年５月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

くらしの情報

え
ら
れ
る
行
為
）　
な
ど

【
対
象
期
間
】平
成
31
年
４
月
１
日
〜
令
和
２
年

３
月
31
日

【
推
薦
で
き
る
人
】満
20
歳
以
上
の
個
人
か
団
体

【
推
薦
方
法
】７
月
３
日
㈮
ま
で
に
所
定
の
用
紙（
子

ど
も
支
援
課
な
ど
に
備
え
付
け
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、子
ど
も
支
援
課（
☎
66
・
1
0
0
8
、℻  

62
・
7
9
5
7
）へ
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
可
。

風
し
ん
の
予
防
接
種
費
用
を一部
助
成

【
対
象
】本
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

◇
妊
娠
を
希
望
す
る
人
で
風
し
ん
抗
体
検
査

の
抗
体
価
が
低
か
っ
た
人
◇
抗
体
価
が
低
い

妊
婦
の
同
居
者
で
、抗
体
価
が
低
い
人

【
申
し
込
み
方
法
】来
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
に

健
康
づ
く
り
課（
☎
65
・
０
０
６
５
）へ
。

「
ご
み
処
理
手
数
料
見
直
し
方
針
」（
案
）に
ご

意
見
を  

〜
不
燃
ご
み
の
有
料
化
な
ど
〜

平
成
17
年
の
可
燃
ご
み
有
料
化
か
ら
15
年
が

経
過
し
、ご
み
処
理
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

し
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
、ご
み
処
理
に
関

す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
ご
み
の
適
正
処
理
、公

平
な
受
益
者
負
担
の
実
現
、３
R
の
推
進
と
環

境
負
荷
の
低
減
に
向
け
、今
回「
ご
み
処
理
手
数

料
の
見
直
し
方
針（
案
）」を
取
り
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

（
市
民
意
見
提
出
制
度
）に
基
づ
き
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

【
提
出
方
法
】様
式
は
自
由
。
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
記
載
し「
ご
み
処
理
手
数
料
の
見

直
し
方
針（
案
）に
関
す
る
意
見
」と
明
記
し
、

郵
送
か
持
参
、フ
ァ
ク
ス
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
フ
ォ
ー
ム
で
生
活
環
境
課
へ
。匿
名
、電
話
、

口
頭
で
の
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】６
月
22
日
㈪
ま
で

【
方
針（
案
）の
公
表
場
所
】生
活
環
境
課
、市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、西
支
所
、加
佐
分
室
、中・東・

西
・
南
公
民
館
、大
浦
・
城
南
会
館
、東
・
西

図
書
館
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

【
提
出
さ
れ
た
意
見
の
取
り
扱
い
】提
出
さ
れ
た
意

見
な
ど
を
考
慮
し
て
最
終
案
を
作
成
。ま
た
、意

見
の
概
要
と
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
整
理

し
公
表
し
ま
す（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66・１
０
０
５
、

℻
62
・
９
８
９
１
）へ
。

答申の主な内容

手数料見直しの主な内容

□令和３年度中に
◇不燃ごみ３品目（「埋立ごみ」「ペットボトル」「プラス
チック容器包装類」）を指定ごみ袋制により有料化。
◇可燃ごみ処理手数料の水準の見直し（値上げ）。
◇清掃事務所、リサイクルプラザにおける直接搬入の
受け付け時に、ごみ処理費用とは別に手数料を徴収。

手数料見直しと合わせて実施する
ごみ排出利便性の向上

◇『ペットボトル』『プラスチック容器包装類』の月
２回収集を実施。
◇ごみ出しができない高齢者等で一定の要件を満たす
人を対象に、戸別収集を実施（一部自己負担）。
◇在宅医療等での不燃ごみ等排出支援を実施。

お詫び
本市発注工事において、不適切な事案が発生
しました。
市民の皆様の信頼を裏切ることとなり、誠に
遺憾であり、心からお詫びを申し上げます。
本事案は、上司によって、部下の仕事の進行
管理、助言指導が、適切に行われていなかった
ことが要因の一つです。
また、複数の職員が、不適切な工事であるこ
とを知りながら、発注を防ぐことができません
でした。
今後は、幹部職員の管理監督能力のより一層
の向上はもとより、職位の上下に関係なく、自由
に意見が出し合える、風通しの良い職場環境を
創出するとともに、市の内部通報制度を活用す
るなど、あらゆる再発防止策を徹底し、市民の皆
様の信頼回復に全力で取り組んでまいります。

舞鶴市長  多々見  良三
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